
茨城県のドライバーの皆さん茨城県のドライバーの皆さん

信号交差点では信号交差点では右折時が約８割右折時が約８割

※「茨城ダッシュ」とは、交差点手前で赤
色信号停止中、青色信号へと変わった
瞬間、またはその直前に、猛ダッシュで
対向直進車よりも先に右折すること。

！！
【交差点右左折方法違反】【交差点優先車妨害違反】
【信号無視（赤色等）の違反行為】となり、反則金が発生します。
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「茨城ダッシュ」は、注意力が対向車に集中し、右折先の横断歩行者や自転車に気づくの
が遅れやすく、交通事故発生の危険性が大きくなります。
また右折を急ぐあまり、右折先の横断歩道に斜めに進入することになり、フロントガラ
ス右側の車両のピラー ( 柱 ) による死角等が大きくなり、さらに危険です。

交通違反です交通違反です

●

無理な右折はしない。無理な右折はしない。 車両右側の死角や、フロントガラスのピラー（柱）の死角等に注意する。車両右側の死角や、フロントガラスのピラー（柱）の死角等に注意する。●●

右折時の横断歩行者事故をなくすために右折時の横断歩行者事故をなくすために

令和２年中、茨城県内の信号機のある交差点で、
四輪車と横断歩道を横断中の歩行者が衝突した人
身交通事故(161件)の分析結果に基づく
（出典：2020年1月～12月 茨城県警交通事故統計）
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◆夜間、ドライバーから歩行者が見える距離（※） 

反射材着用
57m以上 

明るい服装
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私たちは茨城県の交通事故防止
活動に取り組んでいます。

私たちは茨城県の交通事故防止
活動に取り組んでいます。

実践
夕方～夜間の外出時

歩行者
4km/hの場合

道路を横断する時
● 車はアッという間に接近します。
通り過ぎてから余裕を持って渡りましょう。

● 横断歩道のある道路では、必ず横断歩道を渡りましょう。

● 反射材は事故防止に有効なアイテムです。外出の際は必ず
着用！ドライバーに自分の存在を強くアピールしましょう。

2020年中の茨城県内交通事故　　　　　　　　交差点

土浦市摩利山新田
272番地2

水戸市酒門町
3218番地

取手市新町
2丁目3番19号

ひたちなか市馬渡
547番地1

牛久市ひたち野東
5丁目21番地2

つくば市松代
1丁目5番地5

茨城県の高齢者の皆さん茨城県の高齢者の皆さん

高齢者の交通事故防止高齢者の交通事故防止

状態別の死者数 歩行者40人の年齢層
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「歩行者」が約５割
「歩行者」のうち
約７割が高齢者

5秒で6m ※この結果はJPマークの付いた製品によるもので、面積2.5㎠かつ反射性能
117mcd/lux以上の反射材を使用

84人 40人

※ 出典：2020年1月～12月　茨城県警交通事故統計

県内での高齢者の歩行中の
死亡事故が増えています。
県内での高齢者の歩行中の
死亡事故が増えています。


